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平成21年1月1日

第 41号

(毎月１日発行)

中津川市

山口総合事務所

（0573）

75－2126

新春を迎え

山口地区が美しい自然の中で、「おもてなしの

心」を大切に、一歩一歩着実に発展していくこと

を、みんなで進めていきましょう。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
し
い
年
平
成
２１
年
を
迎
え
、

山
口
地
区
の
皆
さ
ま
の
お
幸
せ

と
ご
繁
栄
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
あ
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
不
景
気
、
ガ
ソ
リ
ン
値
上

げ
や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
な

ど
様
々
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
に
お
け
る
安

心
・
安
全
と
い
っ
た
こ
と
へ
の

関
心
と
取
り
組
み
が
向
上
し
た

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
神
坂
地
域
運

開
催
さ
れ
、
地
域
の
「
き
ず
な
」

を
高
め
、
さ
ら
に
「
第
２１
回
ふ

る
さ
と
馬
籠
ご
へ
ー
祭
り
」
も

地
域
の
皆
様
方
の
力
で
実
施
し
、

二
万
人
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し

た
。６

月
に
社
会
福
祉
協
議
会
山

口
支
部
が
発
足
し
、
ま
た
、
11
月

に
は
山
口
地
域
で
は
、
山
口
地

域
自
主
防
災
会
連
合
会
が
設
立

し
ま
し
た
。

そ
し
て
山
口
小
学
校
の
耐
震

補
強
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

馬
籠
地
域
で
は
、
電
話
番
号

の
変
更
も
本
年
３
月
１
日
に
行

わ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

中
山
道
の
整
備
と
し
て
、
石

畳
遊
歩
道
の
工
事
が
始
ま
り
、

島
田
公
園
の
ト
イ
レ
設
置
な
ど

の
工
事
、
馬
籠
簡
易
水
道
塩
沢

農
産
物
加
工
施
設
「
花
ぐ
し
」

が
完
成
し
事
業
が
始
ま
り
ま
し

た
。こ

の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
事

業
も
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

又
、
長
年
検
討
さ
れ
て
き
た

神
坂
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
へ
の

取
り
組
み
も
具
体
的
な
活
動
が

は
じ
ま
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
様
々
な
活
動
を
通

し
て
少
子
高
齢
社
会
に
向
き
あ

っ
て
、
安
心
・
安
全
で
住
み
や

す
い
地
域
を
め
ざ
し
、
皆
さ
ま

と
手
を
携
え
て
、
今
年
も
総
合

事
務
所
職
員
一
同
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

鮮鮮
やや
かか
にに
点点
灯灯

馬
籠
地
域
づ
く
り
協
議
会
の

手
に
よ
り
馬
籠
圦
交
差
点
横
に

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
設
置
さ

れ
鮮
や
か
に
点
灯
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
交
通
安
全
協
会
馬
籠

支
部
が
交
通
安
全
祈
願
し
た
常

夜
灯
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い

動
会
、
山
口
地
域
運
動
会
が
地

域
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
盛
大
に

浄
水
場
改
良
工
事
も
始
ま
り
ま

し
た
。

イイ
ルル
ミミ
ネネ
ーー
シシ
ョョ
ンン

さ
つ
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山山
口口
・・馬馬
籠籠
1100
大大
ニニ
ュュ
ーー
スス

平
成
20
年
に
山
口
地
区
で
あ
っ
た
出
来
事
を
10
大
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
採

り
あ
げ
て
み
ま
し
た
。

①

馬
籠
地
域
の
市
外
局
番
変
更
が
決
定

②

中
津
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
山
口
支
部
設
立

③

山
口
地
域
自
主
防
災
会
連
合
会
設
立

④

山
口
消
防
団
が
中
津
川
市
消
防
団
に
統
合

⑤

巡
回
バ
ス
運
行
開
始

（
麻
生
・
黍
生
線
）

⑥

農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
「
花
ぐ
し
」
オ
ー
プ
ン

⑦

山
口
小
学
校
校
舎
耐
震
化
工
事
完
了

⑧

青
木
平
地
区
ほ
場
整
備
事
業
に
着
手

⑨

ま
ご
め
簡
易
水
道
改
良
事
業
に
着
手

⑩

對
鶴
橋
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

第１７回岐阜県知事選挙

日 時 平成２１年１月２５日（日）午前７時～午後６時

投票所 山口投票区・・・山口公民館

馬籠投票区・・・旧神坂小学校職員室
期日前投票

・選挙当日、都合で投票が出来ない方は、期日前投票ができます。

・期日前投票は市内どこの投票所（下表参照）でもできますが、投票できる期間や

時間がそれぞれ違いますのでお間違いのないようお願いします。
期日前投票所 期 間 時 間

各地域総合事務所
1 月 19 日（月）

～1 月 24 日（土）

午前 8 時 30 分

～午後 8 時

中津川市役所
1 月 9 日（金）

～1 月 24 日（土）

午前 8 時 30 分

～午後 8 時

各地域コミュニティセンター
1 月 21 日（水）

～1 月 23 日（金）

午前 8 時 30 分

～午後 5 時 15 分

『投票で わたしが決める 岐阜の未来』
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女
性
懇
談
会
開
催

市
長
を
迎
え
て
の
山
口
地
区

女
性
懇
談
会
を
馬
籠
自
然
休
養

村
セ
ン
タ
ー
で
１１

月
２７

日
開

催
し
、
各
町
内
会
や
各
種
団
体

か
ら
約
４０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
、
少
子
化
が
進
む

中
で
の
幼
稚
園
の
統
廃
合
や
複

式
学
級
化
し
な
い
よ
う
に
求
め

る
要
望
や
、
子
供
た
ち
の
居
場

所
づ
く
り
、
安
心
安
全
な
見
守

り
に
は
地
域
全
体
で
の
取
り
組

み
が
必
要
と
す
る
意
見
な
ど
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
坂
下

病
院
の
充
実
や
低
家
賃
の
住
宅

を
求
め
る
声
も
市
長
に
伝
え
ら

れ
ま
し
た
。

女
性
懇
談
会
は
各
地
区
で
毎

年
開
催
し
て
い
ま
す
。

山山
口口
地地
域域
にに
自自
主主
防防
災災

会会
連連
合合
会会
がが
設設
立立
！！

◆
設
立
記
念
式
典
を
開
催

山
口
地
域
で
は
『
快
適
で
、

楽
し
く
、
安
心
し
て
安
全
に
暮

ら
せ
る
活
力
あ
る
山
口
』
を
目

指
し
た
ま
ち
づ
く
り
活
動
と
し

て
、
各
町
内
会
に
自
主
防
災
会

（
全
１３
町
内
会
）
が
誕
生
し
、

７
月
に
は
各
自
主
防
災
会
の
連

携
強
化
の
た
め
『
山
口
地
域
自

主
防
災
会
連
合
会
』
を
設
立
し

ま
し
た
。

連
合
会
の
設
立
を
記
念
し
て
、

１１
月
３０
日
（
日
）
午
前
９
時
30

分
か
ら
山
口
公
民
館
で
設
立
記

念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
中
津
川
市
長
を

始
め
と
し
た
来
賓
の
方
々
を
迎

え
、
第
６
町
内
会
自
主
防
災
会
、

第
１２
町
内
会
自
衛
防
災
隊
か
ら

防
災
へ
取
組
発
表
と
各
自
主
防

災
会
へ
の
救
急
セ
ッ
ト
配
布
が

行
わ
れ
、
約
２
百
名
の
参
加
者

で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
終
了
後
に
は
、

新
潟
県
中
越
地
震
の
被
災
地
の

実
話
を
元
に
し
た
映
画
『
マ
リ

と
子
犬
の
物
語
』
を
上
映
し
、

感
動
を
誘
い
ま
し
た
。

席が足りなくなる程の盛況ぶりでした
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藤藤
沢沢
線線
にに
間間
伐伐
展展
示示
林林

がが
でで
きき
まま
しし
たた

二
酸
化
炭
素
の
吸
収
源
と
し

て
期
待
の
高
い
山
林
で
す
が
、

多
く
の
山
林
が
最
近
の
材
価
の

低
迷
を
受
け
、
残
念
な
が
ら
間

伐
な
ど
の
手
入
れ
が
行
わ
れ
て

お
ら
ず
、
山
林
の
持
つ
能
力
が

発
揮
で
き
な
い
状
態
と
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
中
津
川
市
森
林
組

合
・
山
口
地
区
の
林
業
委
員
（
鈴

木
茂
喜
さ
ん
）
が
中
心
と
な
り

間
伐
実
施
の
Ｐ
Ｒ
を
図
ろ
う
と

藤
沢
線
沿
い
の
山
林
所
有
者
の

方
々
の
協
力
を
得
て
間
伐
展
示

林
を
設
置
し
ま
し
た
。

現
在
、
中
津
川
市
で
は
国
、

県
の
補
助
制
度
に
上
乗
せ
補
助

を
行
っ
て
い
る
た
め
、
今
回
の

間
伐
展
示
林
の
設
置
に
つ
い
て

も
所
有
者
の
方
の
負
担
無
し
で

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
又
、

山
林
も
日
が
差
し
込
み
き
れ
い

な
山
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
近

く
を
通
行
さ
れ
る
場
合
に
は
一

度
ご
覧
下
さ
い
。

間
伐
は
環
境
対
策
だ
け
で
は

な
く
、
優
良
材
生
産
に
は
か
か

せ
な
い
作
業
で
す
が
、
現
在
は

山
林
所
有
者
の
方
の
負
担
が
無

く
間
伐
が
実
施
で
き
ま
す
し
か

し
、
現
在
の
補
助
制
度
も
数
年

後
に
は
見
直
さ
れ
る
恐
れ
も
あ

り
ま
す
の
で
、
山
林
を
お
持
ち

の
方
は
お
早
め
に
間
伐
実
施
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
植
栽
、
下
刈
、
除
伐
、

雪
起
こ
し
な
ど
も
個
人
負
担
は

必
要
に
な
り
ま
す
が
５
割
か
ら

６
割
程
度
の
補
助
制
度
が
あ
り

ま
す
。

補
助
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く

は
中
津
川
市
森
林
組
合
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

〇
五
七
三-

六
五-

一
一
二
八

一一
人人
暮暮
らら
しし
のの
高高
齢齢
者者

にに
ププ
レレ
ゼゼ
ンン
トト

オ
ア
シ
ス
山
口
（
会
長

牧

野
英
敏
さ
ん
）
で
は
、
毎
年
手

作
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
の
方
に
届
け
て

い
ま
す
。

今
年
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
飾

る
「
リ
ー
ス
」
を
作
っ
て
12
月

14
日
・
15
日
に
24
名
の
方
を

お
訪
ね
し
ま
し
た
。
来
年
も
元

気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
と
気

持
ち
を
そ
え
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
に

皆
さ
ん
大
変
喜
ば
れ
て
ま
し
た
。

国道１９号線

至 南木曽

至 中津川

至 馬籠

至 山口

間伐実施箇所

藤沢線
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馬
籠
地
域
の
皆
さ
ん
を
対
象

に
平
成
２１
年
３
月
１
日
に
行
わ

れ
る
馬
籠
地
域
の
市
外
局
番
変

更
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

市
外
局
番
の
変
更
に
伴
い
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
か
ら
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西

日
本
へ
契
約
変
更
が
必
要
に
な

る
た
め
、
利
用
者
の
皆
様
に
は

関
係
書
類
が
送
付
さ
れ
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
説
明
会
で

は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
の
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
説
明
の
ほ
か
市
が
進

め
て
い
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ

る
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
に
つ
い
て
の
説
明
も
行
い
ま

す
の
で
多
数
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

■
日
時

平
成
２１
年
１
月
７
日
（
水
）

午
後
７
時

■
場
所

ま
ご
め
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
本
年
も
お
引
き
立
て

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

好
評
の
馬
籠
味
噌
の
昨
年
は

9
月
に
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
分
は
４
月
か
ら
直
売
所

で
販
売
い
た
し
ま
す
。
正
月
明

け
か
ら
来
年
発
売
用
の
馬
籠
味

噌
（
信
州
味
噌
仕
様
）
の
仕
込

み
が
始
ま
り
ま
す
。
自
家
製
の

麹
と
原
料
の
大
豆
は
山
口
・
馬

籠
産
の
「
青
豆
」
と
長
野
県
産

の
「
ぎ
ん
れ
い
」「
な
か
せ
ん
な

り
」
を
使
い
ま
す
。
お
手
持
ち

の
自
家
製
大
豆
、
米
を
使
っ
た

味
噌
の
仕
込
み
も
承
り
ま
す
の

で
ど
う
ぞ
御
利
用
下
さ
い

お
問
い
合
わ
せ

〇
二
六
四
‐
五
九
‐
一
七
一
五

担
当

斉
藤
早
苗

牛牛
頭頭
観観
音音

江
戸
時
代
、
峠
集
落
で
は
、
輸

送
機
関
と
し
て
牛
を
使
う
こ
と

が
許
さ
れ
て
、
民
間
の
荷
物
を

運
搬
す
る
「
牛
方
」
を
稼
業
と

す
る
人
が
い
ま
し
た
（
牛
方
衆
）
。

木
曽
で
は
主
に
牛
が
使
わ
れ
一

般
に
は
岡
船
と
呼
ば
れ
、
美
濃

の
今
渡
か
ら
遠
く
は
長
野
の
善

光
寺
ま
で
荷
物
を
運
ん
で
い
ま

し
た
。
こ
の
仕
事
に
従
事
し
て

い
た
の
が
峠
集
落
の
牛
方
衆
で

「
牛
頭
観
音
」
は
馬
頭
観
音
と

同
じ
意
味
で
、
牛
を
交
通
や
運

搬
に
使
っ
た
こ
と
へ
の
感
謝
と

供
養
を
表
し
て
い
る
も
の
で
す

峠
の
薬
師
堂
に
あ
る
「
牛
頭
観

音
」
は
頂
上
に
牛
の
頭
を
い
た

だ
く
観
音
像
で
あ
り
ま
す
。

今
年
は
「
丑
」(

牛)

年
で
す
。

「
丑
」
は
十
ニ
支
の
中
で
も
っ

と
も
粘
り
強
く
誠
実
な
千
支
で

す
。
力
強
く
頑
張
っ
て
い
い
年

に
し
ま
し
ょ
う
。

花
ぐ
し
だ

馬馬
籠籠
地地
域域

市市
外外
局局
番番
変変
更更
にに

関関
すす
るる
説説
明明
会会
開開
催催
し
た
。

よ
り

所
長
の
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ

リ
ー



平成かわら版 やまぐち 第 41 号（21.1.1）

7

山山
口口
・・馬馬
籠籠
文文
芸芸
能能
祭祭
でで

親親
睦睦
をを
図図
るる

文
化
協
会
山
口
支
部
主
催
と

な
り
２
回
目
を
迎
え
た
文
化
芸

能
祭
は
、
多
く
の
方
に
足
を
運

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
内

容
・
時
間
の
見
直
し
が
さ
れ
ま

し
た
。

前
日
の
雪
で
心
配
さ
れ
た
天

候
も
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
文

化
芸
能
祭
を
盛
り
上
げ
て
く
れ

る
か
の
よ
う
で
し
た
。

小
学
校
３
年
生
に
よ
る
太
鼓

演
奏
を
皮
切
り
に
、
社
交
ダ
ン

ス
、
日
本
舞
踊
、
大
正
琴
、
バ

ン
ド
ー
ラ
、
民
踊
、
詩
吟
、
形

態
模
写
な
ど
思
考
を
凝
ら
し
た

演
出
で
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

最
後
は
も
ち
ろ
ん
山
口
の
誇

る
黎
明
太
鼓
で
今
年
は
、
ひ
の

き
会
（
大
人
）
が
締
め
く
く
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

文
化
展
に
は
、
大
人
の
作
品

に
、
山
口
・
神
坂
小
学
校
と
神

坂
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
作
品

が
花
を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。

陶
芸
、
書
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、

手
芸
、
随
筆
、
絵
画
、
彫
刻
な

ど
住
民
の
方
の
日
々
学
習
の
成

果
が
表
れ
、
楽
し
い
作
品
展
と

な
り
ま
し
た
。

文
化
・
芸
能
祭
は
、
山
口
地

域
と
馬
籠
地
域
を
繋
ぐ
貴
重
な

親
睦
の
場
で
す
。
今
後
も
皆
さ

ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
場
と

な
る
よ
う
期
待
さ
れ
ま
す
。

未未
来来
のの
リリ
ーー
ダダ
ーー
をを
目目
指指

しし
研研
修修
をを
行行
うう
！！

１２
月
１３
日
（
土
）
中
津
川
市

子
ど
も
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
健

康
福
祉
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
、
市
内
に
在
住

す
る
小
学
校
５
年
生
５７
名
。

山
口
か
ら
も
牧
野
愛
さ
ん
宮

下
葵
さ
ん
の
２
人
が
参
加
し
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
の
心
が
ま
え
、

気
配
り
な
ど
の
講
話
の
他
、
全

員
が
リ
ー
ダ
ー
を
経
験
す
る
な

ど
１
日
か
け
た
中
味
の
濃
い
研

修
と
な
り
ま
し
た
。
６
年
生
に

な
っ
た
時
ま
た
、
将
来
こ
の
研

修
会
で
学
ん
だ
こ
と
が
役
立
つ

こ
と
で
し
ょ
う
。

スス
キキ
ーー
・・スス
ノノ
ーー
ボボ
ーー
ドド

教教
室室
受受
講講
生生
をを
今今
年年
もも

募募
集集
しし
まま
すす

期

日
平
成
２１
年
２
月
１
日
（
日
）

場

所
や
ぶ
は
ら
高
原
ス
キ
ー
場

（
木
祖
村
）

対

象
小
学
生
以
上

参
加
費

２
千
５
百
円

（
昼
食
代
等
は
個
人
負
担
）

締
め
切
り

平
成
２１
年
1
月
9
日(

金)

そ
の
他

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

山
口
公
民
館
ま
で

（
七
五-

三
一
五
八
）



日・曜日 ゴミ 行 事

1 木 元旦

2 金

3 土

4 日

5 月 可燃 仕事初め

6 火

7 水 不燃 栄養相談【あおぞら】9:30

予防接種(三種混合)【あおぞら】13:30

予防接種(BCG)【あおぞら】14:15

8 木 可燃 母子健康手帳交付【あおぞら】9:45

9 金 健康相談【青野原集会所】 9:30

ふれあい教室【上の原集会所】10:30

ふれあい教室【峠研修センター】13:30

10 土

11 日 中津川市成人式

【東美濃ふれあいセンター】13:30

12 月 可燃

13 火 リハビリ教室【山口公】13:30

14 水 ２歳児歯科健診 ２歳児相談

【あおぞら】13:00

日・曜日 ゴミ 行 事

15 木 可燃 ふれあい教室【６区集会所】13:30

16 金

17 土

18 日

19 月 可燃 乳幼児なんでも相談【山口公】9:45

20 火 リハビリ教室【山口公】13:30

乳幼児学級【坂下公】10:00

21 水 １歳児相談離・乳完了期栄養相談

【あおぞら】9:30

６か月児相談【あおぞら】 13:00

22 木 可燃

23 金

24 土

25 日 岐阜県知事選挙

26 月 可燃、資源、硬質

27 火 リハビリ教室【山口公】13:30

28 水 有害（馬籠）

29 木 可燃

30 金

31 土

【山口総】…山口総合事務所

【山口公】…山口公民館

【あおぞら】…坂下健康福祉会館「あおぞら」

※
 行事、日時は変更になる場合がありま

すのでご注意ください。

【休養村】…まごめ自然休養村センター

【健 福】…中津川健康福祉会館

山口地区の

人口と世帯

(12 月１日現在)

人口 1,965人

(前月比 +2)

男 … 933人

女 … 1,032人

世帯… 652 世帯

(増減なし)

話題の本が多数

横右岸

左岸

聖女の救済

ガリレオの苦悩

悼む人

凍河

私は貝になりたい

そうだ葉っぱを売

女たち

子宮会議

定番おせちとお祝

おせちと気軽なお

別冊暮らしの手帖
公民館図書室からのご案内

入荷しました。

辻仁成

江國香織

東野圭吾

東野圭吾

天童荒太

五木寛之

加藤哲太郎

ろう！ 石知二

北野武

洞口依子

い料理 世界文化社

もてなし 学習研究社
お正月の料理 暮らしの手帖社


